●名古屋支部　　　　　　2011年11月12日(土) 14：00～16:30
会場：名古屋市西生涯学習センター　第3集会室

参加者：吉田孝次、長谷部孝男、伊賀正夫、木村達也、浅井香代、池村俊彦（6名）

主な話題：

議題　

1.東亜天文学会総会東京大会模様(吉田、長谷部)
　天体発見賞で、外国の望遠鏡を遠隔操作により、観測、発見したという方がありました。

　シチズンの天文時計開発が、印象的でした。
2.第４回双望会(ソウボウエ)に参加して(吉田)
　新発売のドブソニアンや、自作の変わったアイデアなど興味深いものがありました。
3.Asteroid 2005TUと2008TC3と1999JU3について(吉田)
2005YU55は月と地球の距離の８５％ほどのところを通過しましたが、直径が400mほどで形が球形であることがわかっており、もし、2008TC3のように地球に衝突したら、かなりの被害が予想されるものでした。「はやぶさ２」の調査ターゲットになっている1999JU3についても天体の構成に興味がわきました。
4.2012年5月金環日食用メガネ(長谷部)

　OAA総会でアイソテック㈱の江原氏から同社の販売する「日食メガネ」の性能や効果について説明がありました。
ウチワ形の日食メガネのアイデアがでましたのでサンプルを作ってみました。

  若いころのニュートンがサングラスをかけたデザインにしてみたが、ロックンローラーみたいな雰囲気です。

5.月惑星研究会関西支部に参加しました。(長谷部)

　ヨーロッパで天王星の観測が盛んに行われていることに注目が集まりました。

6.最近の太陽黒点について(伊賀)
　今大きな黒点が現れています。相対数の報告状況を見ても数値が大きくなっていますが、

　報告、発表されている相対数の値のばらつきが大きいです。

　・半暗部と暗部の両方を数える　　・暗部のみを数える　　の二通りあるそうです。
7.木星の衛星ガニメデを撮りました(池村)

　ガニメデの模様が取れました。

8.ジャコビニ流星群の写真観測(木村)
　ジャコビニ群と思われる流星4個　散在流星4個を写真で捉えました。

　全フレームを動画にして、ユーミンの流星の歌をつけて、鑑賞しました。
詳しくはOAA名古屋支部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：池村俊彦
